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東 部 ロン ドンに お け る大 学 セ ヅ)Lメン ト活 動
snotonlymoney,butolsofriends.
山 口 信 治
は じ め に
東部 ロン ドンにおける 「大学 セツルメ ン ト」 即ち 「トインビー ・.ホ尸ル」(Toynb.e'eHall),
について頁の許すか ぎり述 べ よう。 だが,実 際 に トィンビー 画ホーノレにユ ケ年 余 りレヂデ ン ト
(住人)と して研修 して きた ものの,い ざこれ を他人 に説 明 し,そ れ を理解 して もらお うと思
うど,一 瞬 とまどつた り七 てなか なか説明で きない ものであ るd∵ ・.、'
それはこ のホールの組織体に あろ うか と思 う。実 にそれLはナゾめ いてい るが.頭 がひ とつ胴
体が三つ,そ れに手足百本 とい うかちむ かでを連想す るか らだろ うが 。即 ち,ひ とつの頭 とは
ToynbeeHallCouncilとい う評議会組織 であ る。 これは ヤツル 凶ン トの最高 にして最大の決
議機関であって,現 在 は ブラヅケ ンハム伯爵(TheRt.Hon.ViscountBlakenh鋤,馬OB動
を議長 として最高監事 に他3人,・グン,y.P'JJ¥一一IL(A.S・ヤLambo11・JR),・ムー ン マ ン(Er'rc
Moonman,Ml.P.),アプロベ ・(AmbroseApPelbe)ζ・その下に23名の評議員 から組織 され
ている。次い で胴中の部分は,実 際の プロデxク トな りプ ログ ラムを組織化す る集 団であ る♂
そのひ とつ は 「館長 ・副館長」 とい う胴体であ り,し か もその下には 「トインビー ・ス タ ッ
フ」 と称 す る胴体 の骨格 とも称す搏 き:部分が それに続 く,1例えばDomestic・Bursar,Account,
ArtsWorkshop;SpeicalFamiliesCentre,(ﾇentrefor.MentallyHandicapped),,
Citizen'sAdviceBureau,,AppealsDepartment..Maintenance,.,Senior,ﾇareandLeisure
Centre,LegalAdviceCentre,Bengali、HealthAdvisoryService,-Children'sG;o?try
HolidayFound.Mal1QnClub-…等 々 ザァ ッとこれ らの下部組織 をもっている。 まさにこ
の部 分は,つ ま り トインビー ・ホールの主要 なは・た らきを意味 してい るところ であ る。 それに
もうひ とつそれらの業務 を担 な う手 ・足が くっついてい る。即 ち 「レヂデツ ト」 と称 する千 イ
ンピー ・ホーフセに寝起 きして直接 セツルメン ト業 務 を担 うレヂデン ト集 団 であ るb・,・ 免宀
で あるか らして,こ の化物 を一一言 にして表現 しかつ説明 しようとする と,洗 にのべた如 くい
かば か りかとまど うこ とにな る。ここを訪 れる邦 国ぺの人 々への説明に無理 が生 じる。『だがy
ここを訪 ねて くれ る人 々 〈実習生 ・体験生 ・見 学生)の なかには 「セソ ル メン ト」 なることば
を理 解 して くれ る者 にとっては 「頭ひ とつ,三 つの胴体,百 本 の足 」 とい うこ どが,ゼ うや ら
分って もらえ るようだ。 ＼ …
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読者 のなか には未だ この セツル メン トなるこ とばを耳に したことがない とい う人 々もい るか
も知れ ない。 しか らば,こ の化物を どう紹介 するか,こ れが著者 の頭痛の たね でもあ る。
「×○ ヨー ロッパ福祉研修会」な る御一行様 のために用意 したことばは,「 社 会 福祉 のデパ
ー トです」 とい うこ とばだ。結 局,筆 者 の経験 では これが一番理解 して もらうのに適 当なこと
ばだ とい うこ とが分かったか らだ。
さて,雑 談 はこの くらいにして トィツ ビー ・ホールの中味について説 明をせねばなるまい,
トインビー ・ホール,つ ま り大学 セツルメン ト事業は一言でいって,そ の担 い手 レヂデ ン ト別
名セツ ラー(settler)が示 す如 く,こ こに入植(寝 起 き)し てい る者達 である。彼 らは この地
域 内に住 む人 々のあらゆるニーズに応 えるための社会 サ ービスつ ま り,人 的資源 となってい る
ことだ0し たがって,こ の レヂデン トの館 トインビー ・ホールは住民 に開かれ た福祉 サービス
の提供 の場(helping=placeorplaceofhelpinghands)とい うことに なろ う。 例えば,人
々の もつ さまざまな問題解決の ための相談 ご とか ら,行 政上 の福祉手続 きなど,あ りとあ らゆ
るソーシァル ・サービスの人的資源が ここには存在 してい る。 さらにその第2の 特徴は,"not
onlymoney二,butalso-fri鈩dship"が示 す如 く,そ の援助手段が金銭的 ・一物質的な問題解 決
を指向す るの では な く,優 れて フレン ドシップ,つ ま り友倩 とい う余 りに もセンチメンタルと
で も受 けとられ る恐れがあ るが,そ もそ もこの館 が冠 してい る 「トインビー」 はま さにこの運
動の強力な推 進者の1人 であ り,か つ東部 ロン ドンの貧民窟 での 「友愛運動」 を組織 し,尚 か
つ その実践者 であったアー ノル ド・トインビー(ArnoldToynbee-1900)の精神(生 活信条)
を記念 とした もので,そ れを活 動の根本 を示 した ものであ る。 しか もこれはただのシ ンボルに'
止 めず,い かなる時代 にあって も,こ れ を生活実現の根底 として,人 々とともに生 きる社会的
事実 こそが,こ の運動 の基 盤 となってきた し,か つ またなってい くと信 ずる。・
次いで,こ のセツル メン ト事業の特徴は 「手づ くりの福祉」 とい うことだ,と か く,今 日は
全 て科学化 を シンボルとす る時代,こ の中には手 ・足 とい う人 間め部分 とい えども入 り込む ス
キが ない程,科 学化亠ぺん党に さえなって きている。 しがらてまた,社 会的 サービスもまた人
手 を離れて,従 来の"helping"は形 をかえ"request"つま り誰 れでも手 を出 して"要 求"し
さえじた ら高い福祉に無料であずかれるシステマにその姿 をかえてしまってい る。
したが って また,こ れ らの反省が まった くないわけではない。む しろ人はい う トィンビー館
の事業 を評 して 「開所以来馬鹿 のひとつおぼ えの よ うに(筆 者)"notonly.money,butalso
friendship"を主張 しつづ けている」 と,確 かに そ うも言 えよ う。だが,わ た しはこの精神 と
言 うか,ト インビーの生活信 条 とい うかそれ を信 じ抜い てい る。何故な らば この働 き,あ るい
は運動 と期を同 じに した オックスホー ド運動(ム ーブメン ト)つ ま りセツル メン トは今 日,館
こそは変えてはいないが,そ の信 とす るところ残 してお らず…… タダの社会サ ービスの建物化
としている事実 をみるにつ け……たとえ時代遅れ,ま た時代に逆行す るもの(時 代に背ける も
の),時 代錯娯等 々と 悪 口を言 われ ながらも歴然 として,そ の姿 をとどめ,そ の信 たる高 い理
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想 を求めて止 まない運動 と見たか らこそ今 回の留学 は トインビー ・ホーノレの見学や活動への参
加 を越 えて,そ の信た るスピ リッ ト(spirits)を私個人 の体験 を経験 にまで高め ることにあ っ
たと言 ってお きたい。
したが って,こ の信た る"notonlymoney・butalsofriendship"は筆者 にとっては 「隣
人 とはなにか,あ るいは隣人 とは誰か」の解答を意 味 してお り,ま さし く 「古 くて 新 し い 課
題」 とい うこ とになろ う。
さて,そ れでは一体,何 が 「古 くて,新 しい問題」 なのだろ うか,そ れを明らかにする必要
があろ う。言 うなれば,こ れこそ 「手づ くりの福祉」 とい えるか らであ る。当然,こ の運動 が
起 った時代1880年代は,貧 しき群 と彼 らに施 こしをやめ なかっ九 博愛主義者 との間には越えぬ
ミゾが でき,こ の ミゾを少 しで もうめる活 動がと くにこの時代 に一度 に開花 した。た と之ば,.
ドクター ・バ ナー ドが然か り,シ ドニー ・ウエ ブ然 か り,住 宅改善 のために献身 したJ.ラスキ
ンやオ クタビア ・ヒルなど…故挙のい とまのない くらいだが,な かで も,ユ ニバーシテ ィ ・セ
ツル メン ト(UniversitiesSettlement)と呼ぶ産声 をこの19世紀 の英国 にあげた。(夏目が ロ
ン ドンを視察 した17年まえの出来事)
少 し くユニバ ーシテ ィ ・セツノレメン ト即ちFイ ンビー ・ホールを理解す るための要 を補足 し
てみ よ う。
東西のかべ:
まず トィンビー ・ホールの性格を明 らかに しておかねばならない。 このセツルメン トの正 式
名"ToynbeeHell,TheUniversities'SettlementinEastLondon"だが,訳 せば,「東 ロン ド
ンにおける複数大学 セツル メン ト」 となろ う。 そこでひ とつ注 目しておかねばな らない の は
　 　 　 つ 　
「東部 ロン ドン」とい う地理 もしくは場所 である。即ち 「東 ロン ドンにある大学 雫ツルメン ト」
で……の部分がそれであ る。 た とえば ビーザ ン ドを して言 わしめ、るならば,東 ロン ドン に は
「若人 を育て る大学な る教育機 関なぞ何 ひ とつ ない」処 だったの であ る。では,何 故 このセツ
ルメジ トをあ えて 「東部 ロン ドンにある:複数大学 セ ツル メン ト」 と東部に アクセン トをして強
めね ばならなかったのだ ろ うか。ご承知 の とお り,当 時 ここは ドッ クに集 まる荷あげ人未熟練
労働者 しかい なかったと言われ る程,し か も連 中はみな貧 しかった。 その不良住宅にむ らがる
様 は ピーザ ン トをして言 わしめれば,ま さに"ホ ーロー"な もの としか映 らなか ったゐであろ
う。確かに彼 の指摘 した如 く,彼 らは教育 を求め るほ どの余裕のある人 々ではなか った。 「真
黒になって親 も子 も働 ら き,酒 をのみ,女 をかい,ば くちに しか余裕 のなかった連中で,グ ィ
トリア朝のあでやか さとは何 らかかわ り様 のなか った者 だち であった」。
当時,大 英帝国 しか もその首都 ロン ドンはまさに,そ の名にふ さわ し く,経 済 の中心地 であ
った。旧 シテ ィと,さ らに も うひ とつの顔,政 治 や宗教 の中心地 クエス トミンスター ・シテ ィ
の二 つのバ ラ(Borough:自治市)か らなっていた。そこで,東 部 ロン ドンは西 即ち旧 シテ ィ
とウエ ス トミンス ター ・シティを称 して西の ロン ドン即ち ウエス ト・エ ン ド(WestEnd)と
称 しその西側(ク エ ス ト ・エ ン ド)の 東側にあた る地区であ る。 当時 その大部分 農村 か らな
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り,都 市に隣接 した境界域 をつ くっていた。'"
と言 うわ けで,ウ エス トに対 して イース トは唯単 に東西南北 の西 ・東 を仕切った ものではな
く実状か ら察す るところ,そ の他 もう一 つの東南 を感 じず にはい られない。それは,こ れを境
界 にす る物理的,い や誰 の 目に も一 目に して区別 のつ く境いが存在 した。旧 シティの 自由人 以
外 はこの東 か ら西 へ,ま た西 か ら東 には自由に出入 りが できなか った。 まさし くこの物理的な
境いは ローマ軍 に よってつ くられ た城壁 である。高い けん固な石の壁に よって,こ れは仕切 ら
れ,こ の城壁 の内 と外 がい わゆる西 と東の も うひ とつの境界 をつ くりあげて しまった。物理 的
な城壁 は敵 の侵略 から身 を守 る要塞つ ま りと りで を意味 していたが,そ の内 と外 では内の安全
に対 して外 の不安,す なわち無保障,さ らには内ゐ保障に対 して,外 はその圏外 どいった意味
を もってい た。 それ に もう一つ,こ れ は内もの と外 もの とい う心理的な境界 までつ くりあげて
しまったことであ る。
では,一 体 そ うした心理学的境界を何故つ くってしまったのかだが,イ ース ト・白ン ドンこ
の なかにはハ ックニー(Hackn閇),ポプラー(POPlar)とくに,今 回 と りあげ る トィンビー
・ホールの活動す る地区 ホワイ トチャペル(Whitechape1)が位置 していだが,こ れ はあ くま
で も地理上の境いであって,社 会 的 ・心理的境界 をつ くるなにものもなか った と言 って良い。
唯あ えて言 うのであれば,西 の旧 シティ(WestEnd)に対 して,東 の郊外(subarbia)とい
った程度で,む しろ,以 前にはこの東部 ロン ドンの方 が,大 英帝国の政治的 ・行政 的の中心地
となっていたこ とを証 明するい くつ もの記念 が残 され てい る。 たとえば 「マグナカル タ」 とい
えば 「民主 的憲法」 のシンボルの如 くに評 され るが,王 が署名 したのはこの地区 ステップニー
でらた。 その他,ノ ルマン時代には ビショップ(BishOP)がここにおかれていた くらいで,今
日その名の残 うと して 广タ ワー ・ノ・ムレ,yト」(Tow鑽Hamlet)村ゐミそれであ る。'
18世紀 当時 これ らの地区 を総祢 して 「ステップニー(Stepney)」と呼んでいたが,'この語 の
由来は実 は ノルマン語の"St鐫bosHythe"からきてい るとい う。つ まり,今 日流 に英語訳 に
ずれば"Landing-place"つま り 「たび立 ちの地」 である。 そのはず,と こ テムズ河 は面 自然
の良港 であ り,は や くよ り外国船の帰寄港 として発達 していた処で もある。
た とえば,す でに14世紀 のロン ドンは軍事 ・、商業 ・経済 の中心 地で南 り,と くに ロン ドン,
タワーは港の役割 を担 ってい 牟。 さらに時代がすすみ,16世紀 から17世紀 にはステッ プニーの
さらに東の端 に位置 した ライムノ・ウス(Limehouse)には今 日で もオープンしてい る ウエス .ト
・インデア ・ドック(WestIndiaDock)の入 口部 になるが ライム・・クス ・ドック,こ れは世
界 に名を残す良港 で,世 界歴史に名 を残 した人 々がここか ら多出 してい る。 その何人 かはこの
ス テップニー港か ら船出 をしてい ることか らも理 解で きるであろ う。例 えば,13世紀の半ばに
はサア ・ヒ7・ ウイロービーや リチャー ド・チャムラーの2人 が ヒン島 にむか ってい る。 これ
が後 に言 う支那への ルー ト,イース ・イ,一ス ト路 をみつ けること、にな る。また17世紀 に入 ると,
キ ャップテン ・ジョン ・ス ミスが150ほどの乗 りくみ員 で無事 ヴァジニアにつ き,は っの植民
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に成 功 してい る6今 その一隻 がテムズ河岸につ ながれ博物館 として サバ イバル としてい る 「デ
ィスカバ リー号」、がそれである。 その他,メ イフ ラフー号 と言 えば誰 もが知 るプ リグ リム δフ
ブヅ ーたち一行 を乗 せて太平洋 を渡 りマサチュセッツ州 に向ったキ ャプテン ・J.クックもこの
ステップニーに屠をかまえ,こ こから船 出 した ところで もある。 このよ うに海 に関す るもの,
港 に関す るもの,船 に関す るもの,さ ま ざまな冒「険者 とその物語 りがここにはある。
さらにい く時代か さか登 ってみ ると,つ ま り13世紀,今 か らザ ァー と800年まえになるカ㍉
当時 の王 リチ ャー ドー世 が世 を治 めてい たが,こ こ即ち ステップニーで国会 が開かれていたこ
とが古 い文書 か ら分 った。 しか も,例 の 「マグナ カル タの草案」がこの地で作 られた とい うの
であっては,大 いに興味 をそそ るところと言わねば なるまい。決 しては じめか らへん境の地で
はなか ったこれでおわか りいただけたか と思 う。
本 稿は,そ うした歴史 をふん まえて凡を1世 紀 に も亘 って運動 が うけつがれ てきた大学 セツ
ル メン ト事業 を紹介 してお こ うと思 う。「 ・..ト
トイ ン ビ ー ・ホ ー ル(ユ ニ バ シ テ ィ ズ ・セ ツル メ ン ト
イ ン イ ー ス ト ロ ン1ミン)の 組 織 と事 業
ToynbeeHa11の正式 名,TheUniversitiesSettlementinEastLondon大学 セツル メ
ン トの組織について若二F記述 してお く,現 在組織 は,4つ の各 々独立 した部門 から 構 成 さ れ
ている。 さしずめ大学 セツル メン トの頭に当た るのが,ト インビー ・ホール ・評 議 会(The
CouncilofToynbeeHall)であ る。議長,以 下 セクレタ リー,計 理 ・財務委員会議長・弁護
士の各役職 をお き,さ らに23名の委員 をもってい る。(余 談だがこの委員会 の 顔 ぶれの中には
日本にな じみの面 々は現在 はい ないが,つ い3・4年 まえまでは プロフェッサ^R・M・ ティ ト
マスがこの委員会 の メンバーであった)。 、
この下部には実際の大学 セツル メン ト業務 や企画 す るスタッ フが館長以下17名の職員をかか
えてい る。現在部局は下に示 した通 りである。(()の 中の数字 は職員の数 を示す)
1.
2.
3.
4.
5
6
7
8.
9.
館 長:ActingWarden(1)
住 人 課:DomesticBursar(1)
経 理 課:Accountant(1)
絵 画 活 動 部 門:ArtWorkshops(2)
精 神 障 害 部 門 、lCentreforMentallyHandicapPed(4)
老 人 ケ ア ・ レ ヂ ャ ー セ ン タ ー:-SeniorCare+LeisureCentre(2)
市 民 相 談 部 門:Citizens'AdviceBureau(2)
営 繕 課:Maintenance(3)
館 長 秘 書 課:Warden'sSecretary(1)
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さらに右の部局の下部に トインビー ・ホール,1884年イース トロン ドンに開所以来 レヂデン
トを トインビー ・ホール中に寄宿 させ るレヂデンタル ・セツノレメ ン ト(コ ミュニテ ィをつ くる
こ と)形 式 を特色 としてきた。 ただ し トィンビー ・ホール内に寄宿す るレヂデ ン トは,上 記 の
評議委員会 に よって 選 ばれたいわば選良(エ リー ト)た ちである。 彼 らが 直接 イスー ト・ロ
ン ドン(ト インビー ・ホール)に 入植 して諸 々の セツル メン ト事業 に参加 することを入植 の条
件 と してい る。 この アイデ ィアは セツル メン トの生 みの親 キ ャノン ・バネッ トの セツルメン ト
だ ま しい と言っていいだろ う。それが今 日もなお生 かされ てい る。 したが って選ばれた選良 た
ちの要件は,た だ単に人格 ・品性 においてイース ト・ロン ドンに居住す る 「文化」を もたない
やか ら(Stepchildrenoftheculture文化の まま っ子)へ の よきモデルであるばか りか,
その レイヂ ャ ・カルチ ャーの良 き伝達者 でなければな らない。加えて博 愛主義(ヒ ランソロフ
ィス ト)者,ま た熱心党(エ ン サージァンニス ト)と 呼ばれ る性 格の持 ち主 であることが要求
され る。彼 らは24時間拘束 され住民 と一緒に生活 する とい うこ とが要求 され る。
しか もこの伝統は今 日も尚受継がれ,そ れを組織 してボ ランテ ィアとしてコ ミュニテ ィー.
ワークを担当 してい る。ここにこ そ彼 らの イ㌘ス ト・ロン ドンへ の入植 と同時に レヂデンタル
・セツル メン トの特徴 をいかんな く発揮 してい る由縁が ここにあ る
。
彼 らは,先 きに挙 げたい くつ かの部局 の下に配置 され るかあ るいは その年度 の プロヂェ ク ト
に参 加するこ とになる・ トィンビー ホー・ を訪 れ 勧 ラィアン トらの.:.を充 たそ うとする
ものである。
ところで,彼 らの トインビー ・ホールでの寄宿 は先 きに述 べたが,そ の理 由はボ ランテ ィア
としてのう ミュニテ ィ ・ワークに参加す るためである。 この レジデ ン ト・コミュニテ ィの経験
は将 来 この方面の エキスパ ー トとして進 出 しようとする者 に とって貴重 な体験 をす る生活の場
(コミュニティー)と なる。 したがってここでの セツ・レメ ン ト事業への参加や体験 は,個 人 や
家族 の ニー ドについて学ぶ こ とが出来 る。 またその機会に恵 まれ てい るこ とだ。勿論 そのため
の技徹 身 につ けること,苦 脳 する クライアン トとの問題::,r…・の場に参加すること1こよ
って,
まず もって問題 を もつ 「人間」 を理解す ることにな るであろ う。
この ボランテ ィアに よるセツルメン ト事業が引 き続 き社会 から要 請され,事 実,多 くの助 け
に,あ るいは また各種の複 雑に して多様化 する クライア ン トや社会 のデマン ドに こた えてい る
良 き証 しとな ってい るところだ。
また,こ の レヂデ ン トセツル メン トを利用す る地区の住民への サービス唯単に問題 の解 決に
止 まるこ とな く優 れて,今 日も尚,19世紀 のアイデア"notonlymoney,butalsofriend"
の不朽 の精神 として住民 の目に映 ってい ること概 しておかねば なるまい.事 実,彼 らのこれ
らの地区 にあ ってあ ます ところ な くこの精神 を生か した"goodwork"として地元へ貢献 して
い ることが よ く分か るであろ う。
しか も彼 らが告発 して止 まない ものに
/
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1.誰 もが働 き,誰 もがこの人生 の学びがで きること
2.全 ての ボランテ ィアに よるコミュニテ ィ ・ワー クが全 て無報酬 で行 なわれ るべ きこと
などを挙げ られてい る。
セツルメン ト事業 の 特徴が レヂデン トの人 間的感化(ヒ ーマン ・インフルエ ンス),も し く
は人 問的影響 にあることは先 きに示 したが,個 人 の もつ道徳(倫 理)的 な知性 を必要十分 なる
条件 とした。 しか もこれが それ を幹 とす るところの 「1evatedprinciple」や 「soundsense」
とな っていることだ。 ただ,だ からと言 って レヂデン トの全員が,上 記の選考規準に合致 す る
者ばか りかだ とは言 えない。 む しろ栄光 ある生活(priviledgeliving)の条件 を満 た さぬ者 も
少 くない。大学 を卒業 してこの計画 に参加す る青 年 たちは,若 干18才～22才とい う青 年 た ち
で,そ の人生の経験 か らして青 年 として悩 み,自 らが数 多 くの問題 をもちなが ら トインビーホ
ール ・セツルメン トの レヂデン トとな り,各 々の社会 的 ・経済 的経験 を異に し者たの集 ま り,
つ ま り,第 三の コ ミxニ テ ィを形成 してここでの人生 の経験 と訓練 は,地 域への力 とな り,ま
た地域 内の問題解決の ために提案 された実験的 プロジェク トを強力に進 める力となっている。
だが中には,勇 かん で しか も熱心党の結果 しば しば,う つ的傾向にな って しま うこと さえあ
る。つ まり彼 らの精神病院 でのボ ランテ ィア活動の経験か ら くるもので,い うなれ ば 施 設 病
(ホスピタ リズム)と い っていいであろ うが,患 者たち の苦痛 を一身に受けるためであろ う,
まま彼 らの中には 自ら選 んで飛 び込 んできたセツル メン ト事業 が両親の同意や支持 が得 られな
か った りして,何 らかの制限があ って十分 に成長す るこ とので きなか った青年たちがい る・彼
らは クライアン トとの カクンターファレンスにおち入 り,に っち もさっち もいかず,結 果 うつ
向きかげん になって しま うことさえあ る。 そ うして彼 らは 自身将来 についてのは っき りとした
人生観 や社会観 もさらにはそ うした確信な どを欠 くこ とに よ り,仮 りに トィンビー ・ホールと
い う第三の コミュニテ ィにその居住寄宿が許 され,そ れが快適であ って も生気 をな くしてしま
う者が少 くない。
そこでこの レヂデン ト ・コ ミュニティーの計画 はあ くまで もhalf-w窕houseが治療 的 コ
ミュニテhと してではな く,む しろ優 れて他 からの支持 に よってそれ を越えてゆ くところにあ
ろ うか と思 う。時には レヂデン ト・コ ミュニテ ィに住 む者同志 のい さかい を起 こすこ ともあ る
が,ま た同時 にこの第三 の コミsニ テ ィの仲間からの支持や援助に より問題 を解決す ることも
少 くない。この人間 関係 の妙味 を理解す るに至 り,参 加 して これ を支持 する力 となってい るこ
との事実が,こ の コミュニティの最大の特色 とな ってい るところだ といえる0
では,概 略 この第 三の レヂデン ト・コミュニテ ィの事実 のい くつかを紹介 し,彼 らの役割 を
述べ てみたい と思 う。参考のため,大 きな変化 をみ た1970年,1972年,それに1976年の年会報
(ToynbeeAnnualReport,1976)より筆者 な りに整理 してみた・
まず,1970年の報告 には4つ の部門 と,さ らにその下部の事業 に分かれてい る。即ち(1)老人
部門,② 青 年部門,(3)コミュニテ ィ部門,〔4)教育 と芸 術部門である,
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ま た,1972年 の 報 告 で は 先 き の 対 象 別 ・部 門 別 で は な く カ テ ゴ リー 別 に よ る 分 類 を 採 用 し
て,以 下 の よ う・な6つ の 部 門 に 分 割 し て い る 。
即 ち(1)教育 部 門,(2)ア ドバ イ ス 部 門,(3)精神 障 害 部 門(4)さら に(1)と(2)の部 門 に は い くつ か の
下 部 門 に 分 け て い る 。(1)の教 育 部 門 に は
1a・'TheSeniorCareandLeisureCentre(老年 ケ ア ・と 娯 楽 ゼ ン タ ー)
・b.Arts-Workshop(芸 術 ワ ー ク ・シ ョ・ツ プ)
c.TLiteracy(読み 書 き ・学 習 会)の3つ の プaグ ラ ム が,
(2)のブ ドバ.イス1部門 に は 丁11
a.Citizens'AdviceBureaut(市民 一 般 相 談)'、
b.MoneyAdvice(金 銭 ・就 労 ・相 談)
cしLegalAdvice(法 律 相 談)等 々3つ の プ ロ ヂ エ ク ト と な っ て い る 。
と こ ろ で こ れ ら の 部 門 で,レ ヂ デ ン トた ち の 役 割 は 大 き い 。 大 半 は ヘ ル パ ー に,あ る 者 は ト
イ ン ビ ー の 新 し い プ ロ ゼ ェ ク ト ・チ ー ム の デ ィ レ ク タ ー で あ っ た り,組 織 委 員 会 の 議 長 や マ ネ
ー ジ ャ ー を 担 当 し て い る 。 と き に は 開 設 し て い る 学 習 会 の 校 長 等 々 と い っ た 重 要 な 役 職 を つ と
め デ そ の 責 任 を 分 担 し て い る 者 が 少 く な い 。
さ ら に4年 後 の 年 会 報 で は 若 干 筆 者 な り に 整 理 し た の で 参 二考 に し て ほ し い 。 凡 そ11の 群 「(部
門)か ら な っ て い る 。
'
1.基 本 基 金 群a.WatesFoundation,b.AttleeFoundation,c.Disablement
IncomeGroup(D.1.G.CharitableTrust:障害 慈 善 基 金)。・
2.教 育 群a・BritishEducationalEquipmentAssociation,b.CityandEast
LondonCollege,
3.文 化 ・教 養 ・レ ジ ャ ー 群a・TheToyLibrariesAssociation(お も ち ゃ 図 書 館),
b・ToynbeeArtClub,c.CurtainTheatre(演劇 活 動),d.MarronClub(老 人 ク
ラ・ブ),e.・ScottishDancing,f.ToynbeeDanceStudio
4.・障 害 群a・AssociationForAllSpeechImpairedChildren(言語 障 害 セ ン タ ー),
b.TheCentrefortheMentallyHandicapped(精神 障 害 セ ン タ ー)
5.社 会 治 療 群a.AlcholicsAnonymous(禁 酒 友 の 会),b.SocialServices
Family,c.SocietyofFriends',d.Friend&Neighbours.Service(StepneyOld
PeopleWelfareTrust:友愛 訪 門)
6.保 育 群GatehousePre-schoolPlaygroup
7.人 事 相 談 群(ア ドバ イ ズ),LegalAdviceCentre(法律 相 談),MarriageGuidance
Councill(民法 改 正 に よ る結 婚 ・離 婚 相 談),Citizens'AdviceBureaux(一般 市 民 相 談)
8… 医 療 群1MassX-RayUnitts(集 団 レ ン トゲ ン 診 査)
9・ 住 宅 群ToynbeeHousingSociety(ト'イ ン ビ ー 住 宅 供 給 協 会,不 良 住 宅 一 掃 活 動)
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10.ス カラーシツプ群ChownMusicScholarship
11.レ ヂデ ン トコミュニテ ィ群(ト インビー ・ホール住人組織)
以上,'最近の傾 向をかいつ まんで述 べたが,最 後 にこ うしたセツ・レメン ト事業の 内容の多様
化に よ り,この レヂデン ト ・コ ミュニテ ィのメ ンバ ーも毎年秋 には大 き く変わ るこ と に な ろ
う。つ ま り,夏 大学を出て新 し くトインビー ・ボー・レの レヂデン トに選 ばれ た者,そ の他 の新
しい グループが トィンビ宀に入居 して新 し くレヂ デン ト・コ ミュニティを組織 する か ら で あ
る。
とこで レヂデ ン ト・コミxニ テ ィの最 も特徴 とす るところは その メンバ ーの流 動性 にある。
年 々これが上向 きわげんになってきてヤ・ることど。例 えば ろ トインζ二 ・ホール・・ユ ニバ シテ
ィ ・セツル メン トは,レ ヂデンタル ・セ ツノレメ ン トであるこ とは先程述べた とこであ るが,こ
の館 に長期に とどまって同館の プロヂェ ク トに参加 で き,そ の経験 を生か し,様 々なデロヂェ
ク トに貢献 してい る。同時に それは流動性 のまんね り化 を妨 止 し,と きには大事 なボ ランテ ィ
ア ・ワークに活気 をな くして しま うことを一掃 して くれ る。 ときにはお こ りやすい個別化 を忘
れてルーテ ィーン化 してしま う恐れ さえ生ず る。 その ために もレヂデ ン トの長居,長 期化 によ
る日常業務 の劣 りが ない よ う調整す る必要があ る。 その意味 ではここ数年 間,新 旧の交替 が順
調にかつ健全 に行 われ てきてい ると言 っていい。
トィンビー ・ホールは50余名の レヂデ ン トらを収容 する施設 をもってい る。これは相 当犬 き
な世帯であるが,唯 単に グル ープや規模 が大きい とい うだけでな く,優 れて その変化に富 んだ
資源 とい うこ とにな る。 とに もか くに もこの レヂデ ン ト・コミュニテ ィの年令に もか なりの開
きが ある。改革上の意見や宗教上 日かげなる意見 も出は じめてきてい る。 こうした 時 節 が ら
再 び トィンビー ・ホー・レが直面 し,そ の実 力を発 揮すべ き問題を擡頭 して きている。 つ ま り
raciallmixedが地域の特徴だ し,そ れに関する民族 同志 あるい は白人 ・黒人等の 民族問題 ・
人種 問題 な どを頻発す るに至 ってい るか らであ る。
レヂデント ・コミュ ニティを形成す るメ ンバ ー もかつ て トインビー開所 当時 の ように全 てが
両 オックス ・ビレッジ(オッ クスフォー ド・ケンブ リッヂ)両大学の卒業 生に よつて まかなわれ
た時代 とは凡 そ事清を異に し,い ろいろな大学 の卒業 生,そ れに様 々な専攻の学生,政 界行政
に従事 してい るもの。 さらにはまた町の工場や商 店で働 く労働者 を含めて レヂデン トとして選
び,こ れらのさまざまな人 々の混合か らな り立 ってい るの もこの レヂデ ンタル ・セツルメン ト
の特徴 である。
彼 らは凡そ月一回の定例会(monthlygrandmeeting)と隔週の小集会(slnallweekly
meeting)に参 加する。盛 んな意見 の交換の場 であ り半 ば参加が義務づけ られてい る。 ミーテ
ィグには そうした地位,階 層を異にする レヂデ ン ト ・コミュニテ ィの メンバ ーを母体 としたボ
ランテ ィアがr力 して,セ ツ ル メント事業 をすすめ るための真剣 な討論が行われ る。
ところで,こ の トインビー ・ホールに集 まる ボ彡ンティアに共通 してみ られ る要素 はジ どん
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な種類 のボ ランティア ・ワー クに も喜 んで,し か も進んで参加 し協力 してい るこ とだろ う。 し
か も トィンビー ・ホールが プロヂェ ク トするセツメルン ト計画に,自 らの関心を フォロー し,
またその技能 を余 すところな く発揮 する機会 がすべての レヂデン トに開かれている。彼 らはこ
の ワークを通 じてその喜 びや経験 を得 てい る。改めて こうした時代が変 わって も,そ の祖,サ
ムエル ・バーネッ トの確信 して止 まなか った セツル メン ト精神 を理想 とし全 ての市民 に学習の
場 を提供す る運動 と,ま たその新 しい アイディアの試行 の場 とな っている。 ここに レヂデン ト
・コ ミュニテ ィの価値や意味づけが存在 してい ると思 う。
B.1.G(DisablementIncomeGroupandDIGCharitableTrust)
D.1.G.とその チ ャリタブノレ・トラス トは英 国における全障害者 を対象 とした活 動の拠点 で
あ る。彼 らの経済保障 は もとより,広 く社会復帰のための福祉全般にわた る増進 を目標 にプ ロ
ヂェ ク トされた組織 である。 またD.1.G.は法制上の改正をめ ざしてい る推進 団体 でもある。
つ まり,同 チャ リタブル ・トラス トはそのための基礎調査 を実施 し,こ れに基 づ くところの プ
17グラム教 育 と具体的 な援助的 サービスを実施す るもので,「 全 ての障害者 に自由 かつ またそ
の活動 を制限 する ものでは ない。」 とい うモッ トーをかかげて活動 してい る。
1976年のは じめ,は つの危..,,r一的 な問題 をかかえて しまった。 それは資金問題 であ り,完 全 に
底 をつい て しまったか らだ。 その結果,そ れに関係 する諸 々の事業 までも継続す ることがあや
ぶ まれ,事 務所 さえ恒 久的にそこに置 くこ とさえむつか し くなって しまった。
と りあえず最初の年の上半期は トィンビー ・ホー・レ内にその事務室 を移 し,ま た資金の面 で
は 「ア トリー ファンデーシ ョン」(AttleeFoundation・ア トリ基 金)が それに当てられ 細 々と
通常の事務 を遂行 してゆ くこ とがで きるに至 った次第 である。現在D.1.G.はトィンビー.ホ
ール敷地内の ア トリー ・メモ リアノレハ ウスの中に恒久的 な事務室 をもち,そ れに関する一斉 の
事務 と業務 とを行 なっている。今 日ではそ うした一応の組織上の問題は解消 し,再 びこの方 面
の熱 心な社会 サービスが実施 され るに至 ったことは うれ しい。
そこで2,3そ の主 な事業 内容 を紹介す るが,そ の一つは何 とい って もAdvisaryService
つ ま り,も ろ もろの障害ゆ えに生起す る相談事業でこの作業量 は急増一方 である。 これ は今 日
トィンビー ・ホールの セツルメン ト事業の重要 さを さらに認識 する と同時 に,反 面い ろい ろな
困難 な問題 を背負い込む ことに もなった。その一つは不幸 なこ とだが,障 害 をもつが故に増 々
貧困 に追い込 まれ,ま た その手かせ,足 かせの とりこになっている貧 困を余儀 な くさせ られ て
い る障害者 を守 るため何 らかの ア ドバ イスを与えた り,ま た,具 体 的な援助 をす る こ と で あ
る。
二つ 目は,D.1.G.の貢献 としては"ABCofServicesandGeneralInformationfor
DisablePeople"なるガイ ドブックを挙げ るこ とができよ う。 これ はす でに需要 をまかない切
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れず,1976年の末にはその第三版 を増刷 した程 であ る。 ところでこのガ イ ド・ブッ クは障害者
の ための各種慈善団体や施設職員に理解 しやすい よ うに編集 した一種 のエ ンサ イクpペ デ ィア
(こと典)で あ る。他に それに関連 した法令集や ボランテ ィア組織(グ ・レープ)な どの詳細 な
一覧表 をつ けて編 纂されてい る。
次い でその三 は,こ のD.1.G.の調査研究についての紹介にな ると思 うが,1976年にはこの
調査研究 のプ ロヂェ ク トを実施 してい る。 その一つ は,2年 越 しの研究課題で主 として ケ厂 ス
・スタデ ィを扱 った もので"ExtraCostsofDisabiliety"について,さ らに も う一つのそれ
は,直 接障害者 に関連 す る問題 で,障 害者 と慈善組織 との問に生ず る"anormality"(差別)
つ ま り異常な関係 を調査 した ものであ る。 幸いYorkUniversityでもたれた学会 で"Finan-
cialProvisionsfortheHandicapPed"のセッション部門で"ActionResearchforthe
CripPedChildren"がとり挙 げ られ,調 査 の成果 が報告 された。 引 きつづ いて盛ん な議論が
わき,な かでも,特 に強い関心 を示 したのはE.E.C.の 諸 国や スカンジナビアなどで盛会の
うちに会 を閉 じた。
さらに国内の反応 としては,
1.TheOccupationalPensionsBoard
2.TheRoyalCommissionontheDistributionofIncomeandW鐶lth
3.TheRoyalCommissionontheNationalHealthService
などがつ ぎつ ぎと組織 され,障 害者に対 す る対 策がな され るに至 った。 これ などはまさし く,
トィンビー ・;」一,ルでの調査研究,つ ま りユ ニバ ーシィティ ・セツル メン トの社会的貢献の一
つ として,開 所以来伝統 として もち続 けた もので,今 日で も尚かつ立派 にその役割 を果 してい
るとい ってよい。
その他,D.1.G.にはTheDepartlnentofHealthandSocialSecurityをは じめ,そ の
他 の法令や ボ ランテ ィア団体 とも連絡を密に とって障害者の サービスに最善を遂 している。 さ
らには,定 期 的なM.P.(国 会議員)と の会合 をもって意見の交換を して行政を担当する彼 ら
に も障害者の問題,特 に今 日ではその経済的保 障 にあるが,障 害故に彼 らが直面する数 々の困
難問題について意見をかわ し合 ってい る。 こ うした ミーテ ィングを通 じて障害者問題 に関心を
持 って もらい,特 に先に挙げた特別な保障 の必要 とその法制化 の有力 な推進者に なって もらう
ことをネ ラィであ る。 そ うした不断の接 触を通 じて,つ ねに障害者 の問題 を論 じ,か つ,そ の
ための対策 を練 る場 として オープンされてい るところに現 代に開かれ ている,ユ ニバ ーシティ
・セツル メン トの意i義があるの ではなかろ うか とさえ思 う。
ト ーイ ・ラ イ ブ ラ リ ー協 会(TheToyLibrariesAssociation)
この トー イ ・ライで ラリーな るものは,我 が国では未 だ聞かぬが,「 お もちゃ図書館」 の組
o
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織協会 であ る。 これは社会的な関係か ら絶縁 されがちな子供達 を対 象としたもので,端 的には
「障害児」 とい うこ とになる。 したがってそ うした子供達 へ何 らかの(something)機会 を提
供 しようとい うのがその ネライである。 ところでこの機会の提供 とい う トーイ ・ライグラ リー
の原理は 「いかな る人 間に も等 しい機会」 とい う実験教育学か ら出 てきたものである。 そのは
ず仕 事に担 さわ る職員 たちは異 口同音 に言 うことには 「機 会 を与 え,そ れ動機づ けることは身
体 や精神 の発達 に欠 かせない人間発達 のエクスプロラー」 だ と,つ まり今 日言 う 「発達理論」
的接近法 だが,ま ず社会的 ニー ドを基本的人格の中に しっか り組 み込 むための時期 に,そ うし
た機会 が恵 まれなかったために起 こる障害,・それ を出来 るだけ取 り除こ うとするものであ る。
したがってこの初期の無刺戟が,多 分に子供達の生活 の安定 に とって障害 になると考えてい る
ことだ。 この刺戟の なさが,例 えば読 む こと ・理解 するこ と ・教 えること ・それに意味づけ,
(アレは何 に?コ レは何に…?)な どの人 間と しての基礎的 な生活技能 を著 し く貧 弱なものに
して しまう恐れがあ ると彼 らは考 えている。. 一
そ こで トィンビー ・ホーノレが提供 す るサー ビス 「トー イ ・ライブラリー」は まさに彼 らに,
つ ま り特 に障害 を持つ子供達 のself-confidenceやself-awarenessなどを助け,そ れを力
づ け るものだ とい うこ とができる。
しか も,こ れは単 に障害 を負 づた子供 にのみ限 るのではな く,彼 らを生み育ててい る両親 へ
の援助 で もあ る。つ まりお もちゃを与 えることによって子供の発達に気 づかせ,一 層 の関心 を
向 け させるこ とが出来 るよ うに なることだ。 しか も彼 らの 目を単に どんなお もちゃ が あ る の
か,ど んなお もちゃがこの期の子供に必要あ るか とい った興味をわかせ,お もちゃについ ての
知識 を広め るばか りか,す ぐれて子供 らへの理解へ向け,親 たちの考え方 が次第 に変 ってい っ
てい ることに気付かせ ることだ。 そ うして,つ いにお もちゃを買 い与え ることの経済的負担 よ
りも子供達の助成発達に欠かせない ものが何であるかに気付 いて もら うことだ。 ここ例示 した
如 く,と か く親達は トーイ ・ライブラ リーを知 るまでは,お もちゃの も教育的 な価値 を理 解 し
てい る者があ ま りに も少ない とい うこ とだ。従 って,そ れへ の理解 を高 めること,さ らには そ
の理解を通 じて,子 供達の成長 に関心を もつこ と,そ うして,親 がお もちゃの役割 を演 じて 子
供 と遊 び興ず るとい うこ とが出来 るよ うになれ ばしめ たもの で,同 時 にこれが子供達 の知能 の
発達 に欠かせないばか りか,子 供達 の心,つ ま情緒 を豊かに育 てること,逆 にこの理解 に欠 げ
ているために子供達 のそ うした特性 をつい ばん でしま うことを警 告 してい るのである。
は じめに トインビー ・ホールでこの計画,つ ま り トーイ ・ライブラ リーを開始 したのは1973
年 である。8年 になるが,現 在凡 そ20名の ボランテ ィアが この仕事に筋力 してい る。 しか もこ
れ を利用 している子供達 は,18ケ月の赤ん坊か ら14才の最年長者 まで,凡 そ40名ほどが この ラ
イブ ラリーを利 用レてい る。原則 と.して,こ の ライブラ リーに来 てこれを利用す ることだが,
この要件 を充 たし得 ない事情にあ る子供達 へは,各 家庭 を訪ね て,ト ー イの交換 をす る。 また
両親には月に二度 センターに集 って もらい,学 習会 を した り,あ らゆる相談 にの った りして,
馬
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もちろん この計画 の協力者には トインビー ・ホールの レヂデ ン トらが参 加するが,ま ず問題 を
かかえた多 くの親達 があつ ま り,こ うした子 をもつ親同志の話 し合 いの場を提供 することか ら
は じめる。様 々の社会資源への情報の交…換,さ らには,こ の共通の問題 への関心 を通 じて相互
に扶助 し合 うような集 まりへ と会 を進 展 させ てゆ く。ついにはこ うして会の親 自らが立ち あが
り自身 の経験 を生 かす場 を求め る。 ベテ ランたちは新 し く施設を訪 れた者へのオ リエンテ ィシ
ョンを 自らか って出た り,積 極的 にこの会への参加 を呼びかけた り,様 々な問題 を取 り扱 うよ
うにな って くる。次にそ うした活動 を通 じて仲 間のネッ ト・ワークを広げ障害の子供 を もつ親
を勇気 づ甘 た り,親 自が すすんで子供 の成長 に前 向きになるよ う援助す るよ うにな ると,自 ら
子供の成 長のための専門の施設 に連 れて出 るように もなる。
こ うした トーイ'(おもちゃ)を 介 して子供 と親 ・それ に親同志,さ らには この親 と トー イ ・
ライブラ リーを持つ トインビー ・ホール とが結 びつ き,最 終的 に嫁 適 当な社会施設 とコンタク
トを結 びつ けることになる,即 ち適切な治療 をうけ るこ とがで きるのである。 しがた って ボラ
ンテ ィアはこの親 と子 との関係 をまず◇ くることに努め る。 したがってこ うしたお もちゃの交
換 のための家庭訪 問を通 じて,彼 らの人間関係の調整をす るこ とにな る。 ここに彼 らの最大の
役割 があ り,こ の関係調整 を通 じて次第 に子供の関心に注意 す るようにな った り,お もちゃの
教育的役割 を もち,こ れへの関心 を高め,子 供達の このお もちゃへの関心 を観察 した り,ま た
そめ観察 の記 録を とることに興味 を示 した りす るよ うにな る。 しか もこ うして集 めたデータが
子供達 の発達に重要な資料 となることと自ら学習 することに な り,そ のこ との意義 を深 く洞察
す るに至 るボランテ ィアは どんなお もちゃをどんな風 にして使 って遊ぶかを観察 するが,そ れ
は今後の プランニングに役立 つのである。このボ ランテ ィアの訪問 を通 じて家族 は さまざまな
子供の行動の観察か ら喜んで情報 を提供 して くれるよ うになる。
しか も変化 しつつ ある親の態度は子供 への受容態 度に も変化 を与 え,強 いてば子供 の情動性
に著 しい発達 をあたえることに な り,広 く寄与 してい るこ とに気付 かぜることになる。
勿論,家 庭訪 問によって親の態度変様は トーイ ・ライブラ リーを もつセ ンター(ト ィンビー
・ホール)で もボランティアによって続 けられてい るが,ラ イブラ リー内での子供の観察の記
録を通 じて親 との コミュニケーシ ョンを一層深め ることが可能 とな る。また子供 のお もちゃへ
の関心 と行動の観察か ら親 と子 の関係 を診断 し,適 当な助言を試み ることも可能 となる。
こ うした働 きを通 じて先に も述べ た通 り,単 なる親同志の コ ミュニケーションの交換 だけに
終わ らず,問 題 を もつ親同志の意見 の交換 や体験談 をま じえた情報の交換が大 きな親 の自立 を
助 けてい ることにな り,無 視出来 ない重要 な役割 の一つ だが,そ れ を超 えて子 らの発達,成 長
に関するグルー プ ・セヅションに まで会 を発展 させて,そ の成果 がこれ を専門 とす る科学者へ
の重要 な資料 を提供 することにな り,よ り一層の関心を拡大 し,そ の重要 な役割を改めて認識
するに至 る。
1976年のデ ータに よる と,こ の トーイの利用度 を指す もの として,年 間延べ400を超 える報
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告を得ている。したがってT.LA.(TheToyLibrariesAssociation)はさらにおもちゃの
利用度が増え,それに見合 うようなおもちゃを整備する必要が出今日それを備えつつあるのが
現状である。
さらに同協会は,こ れまでの経験を生かして障害児を:考える連続の講習会ないし学習会を準
備し実施 してきている。1977年には年間行事としてそうした2コ ースを実施してぎた。
また,最近出版 した書物による活動をも挙げねばなるまい,現 に6つ のシリーズが出来上っ
ているが,そ の中のい くつかはすでに出版され,そ の方面はもとより各方雨からの賞賛を拍 し
てい る。"ICanUseMyHands","EncouragingLanguageDevelopment","ABCofToys"
さらにこ うした活 動が国内のみに限 らず,今 年(1978年)自3月30日至4月2日 には ロン ド
ンにて トー イ ・ライブラ リー協会主催 の 国際学会 が開催 され た。(機 会 があればこの会 に出席
した様子 を も紹介 してみたい)。
ア ー ト フ ー ク シ ョ ッ プ(ArtsWorkshop)
トィンビー ・ホールにおけるArtsWorkshoPの歴史 はか な り古いi戦 後,一 時中断 して
いたが1975年以来再 開することになった。年 々指導者やその専門家,さ らにはボ ランテ ィアが
整 い,か な りの成果 を上 げるにまでに至 った。 この セツル メン ト事業 は,主 に トィンビー ・ホ
ールの近隣 の子 ど も等,つ ま りコマーシ ャル通 りをは さんだ東西 に住む地区(主 にベ ンガ リー
語 を話す こど もたち)の 子 ども等 を対 象に オープンしている ワー クシ ョッ ピである。
このね らい は,こ の地区の子 ども等に芸術(Arts)を実際に経験 させ ることであ る。 と くに
5才か ら11才までの子 どもたち を対 象に した ものだが,こ れ は教育的発達,つ ま り人格の形成
にとって芸術活動への参加が きわめてベ ーシックなパ ーソナ リテ ィに関わ るもの とい う理解か
ら出発 した もの であ る。
現在,50余名 ほどの子 ども等が集 って活 動 しているが,こ の ワークシ ョップを再開 した もう
少 とつの理 由は・先述 した土地柄 であろ う・ ここは・つ ま り子 どもの発達に とって決 して好 ま
しい環境では ない。地区内には ロン ドン最 大の生鮮 食料品の市場(ス ピタル フイル ドとペチ コ
ー トレーン)を もってい る関係上,こ れに通 ず る主要幹線が コマーシ ャール通 りとホワイ トチ
ャペ ル街通 りであ り,そ の輸送路 として極 めて重要 な役割 を果 してい る。従って,ひ っき りな
しに往来す る大型 トラック,さ らにその騒音 な どは活気あ る町の様相を一面 もっている。 それ
に関連 して建ち並ぶ事務所 ・会社や倉庫 な ど大 きな ビル群が ギッシ リと隣立 している。 その間
をね うように立ち並 ぶに ぎやかな商店街 に,オ フィス ・レデ ィでに ぎわ うオフィス街 など,さ
らに中小工業の町と顔をもちさまざまの活気を皐 している。ところが一方,子 ども達にとって
この町は 自由に使 え る安全 で しか も健全 な遊 び場 とい うものが何ひ とつ整備 されていない。い
きよい子 どもたちは この ビルや オ フィス街 の谷間(ス トリーコナーズ)に ふ きだま りのよ うな
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小島 をつ くって集 ま り,健 全 な遊 び場 か ら疎外 され た子 ども達が たむろす ることになる。それ
が ギ ャング集団の巣屈 ともな り非行 ア イラン ドをつ くりあげて しまってい る。 と くに彼 らの下
校時が問題の ようだが調査 の結果明 らかに され たところで もあ る。
したが って トィンビー ・ホールはこ うした地区 の子 どもを対象 ホールの施設 を開放 して,彼
らにアー ト活動の場 を提 供 してい る。 これには数人 のボ ランテ ィアや指導者 をお き,活 動が活
発 にできるよ うにしてい る。 この試みは子 どもは もとより親達 に とってま さに光明 となった こ
とはあえて言 うまでもない。
さらに もうひとつ この地区の特徴は70年代の後半,東 南 ア ジアか ら大量 の移民が移 り住む よ
うになった。 それに伴 なって様 々な社会的不適応が しば しば社会 問題(socalquestion)とし
て,市(バ ラー)の最重点課題 として対策 を協議 して きてい るところだ。 これに対 して トインビ
ーホールは地元のこれらの子 どもと,新 参者(よ そもの)の アジア(バ ングラデ ィシュ)の 子
どもとの交流の一助 としてこれを通 じて文化 的かけ橋の役割 を果 して きた。このこと も忘れ て
はな らない ものの一つであろ う。
したが って また,こ の ワークシ ョップが,子 ども達 のぶ らつ きを少 な くしたばか りか,優 れ
て フレン ドシ ップをつ くるセツル メン トの伝統にある隣人運動 としてこれ らの ワークショップ
が機能 してい る点 で特筆 しておかねばな らないことだ とお もう。 さらにはまたこの原理 に基 づ
い た様 々な活動の領域 を広め ることも可能だろ う。例 えば,子 ども達 が選ぶ題材は まさに彼 ら
のこころの投影(プ ロヂェク ト)で あ って家庭環境,家 族,仲 間のこ と,学 校の友達,フ ァン
タジー等 々をそのキ ャンパスや活動の材料 にぶつけて くるか らだ。 したがって彼 らと直接接す
るボランティアたちは,彼 らの ワー クシ ョップへの行動を観察す るこ とによ り,ま た出来上が
った作品を通 じて,様 々なこころの写 しを読み取 ることが出来 る,そ れに よっては必要 な助言
を与 えることが出来 るそんな機能 を も兼 ね備 えてい る。
まず もって彼 らが ここを利用す るこ とに よって得 られ るもの は,も の を創 り出すことのよろ
こびにある。つ ま り創造への参加 が彼 らの家 では著 し く疎外 され てい るしその欠如が彼 らの人
格 をつ くる上 でマイナスとなってい るJだ か らと言 って,た だ単 にこの学習(ワークシ ョップ)
は子 ども達 にその技術のみ を 教 え込む のではな く創造の 目を 開かせ それ を育て るこころにあ
る。 つま り,オ ブヂェク ト(静 物体)を 静かにあ りの ままに見 る目や そ うした態度を函養す る
こ とにボ ランティアたちの指導が求 められ てい る。 じか も,同 時 に子 ども達 を取 り囲んでい る
環 境をここで養なわれた目で見 かつ また大いに疑問 をもち,し か もそれを画材 として学習す
るとい った方法へ と展開する。 かつて我 が国の東北地方 で起 った 「つづ り方運動 」の よ うな一
種の社会教育の方法 を取 り入 れた学 習 と言 えよ う。 こ うして もの を見 るといった生 活 の 態 度
は,さ らにはその ワークショップで直接それを創 り出すとい う経験は,彼 らに強い意志の力 を
養 ない育 てることに なる。強いては 「よみ ・かき ・そろばん」の よ うな移住民 の基礎学習の一
助 と もなってい る。
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と くに,こ の ワークショップは,先 に述べ たよ うな事情つ ま り英国 とアジアの子 ども達 の フ
レン ドシップをつ くり出 し,よ き人 間関係 を学ぶ ところでもあ り,そ のための協調性 と相互理
解 を高 め るための活 動であ るため,よ り優れた グル ープ ワークの機 会を多 く体験 出来 るよ うに
プログラムがつ くられている。例 えば,76年よ り続けてい る活 動の一つに,ワ ー クシ ョップの
なかにパ ン粉 を使 って乳 あらゆ るアー トを,つ ま り様 々な形を創造 する よろこびを味 わっても
ら う活動 を続 けてい る。 しか も実際に それを焼いてそれを試食 もする。 こ うした創作活動は色
々な道具 の機械 を使 うことになる。 また それ らを使 う知識 が必要 だ し,充 分 にそれ を使い とな
す ための訓練 を受 けることになる,時 には町のパ ン屋の工場 に見学 に出掛 けて,実 際 にパ ンの
出来 る工程 を見学,実 際 に職人か ら手ほ どきを受け,ホ ーノレに持 ち帰 ってその経験 を生かすこ
とになる。 この経験は子供 らに ワークショップとしてパ ン工場 の模擬店 をつ くることにな る。
メ ンバ ーが協力 して紙や粘土を使 って,さ らに仕上 げに色 をほどこして見事 なほ どの工場や店
をつ ぐる。時には そ うした共同作業 中,子 どもの奇想天外 な力 を発揮す ることがあ るし,ま た
時 として ファンタジー ・プレイな ども起 るが,そ れなどに全員が問題解決に対処す るところか
ら次第 々々に,相 互のこころにいだいていたステ レオタイプや偏見等 々が とれ,相 互理解 が可
能にな る。この ワークショップを通 じて フレン ド・シップが出来上が ってゆ くのは まさにそ う
した グル ープ活 動が一助 となってい るとい って少 し過言ではない。
なお プログラムも出来 るだけ地元 の産業(・・ンデイクラフ ト)や 伝統 に密着 した ものを選 ん
でそれを同時 に学習する ようにしてい る。 ところで次の大 きな プロヂェ ク トを ワークシ ョップ
としてはスピ タル フィル ド・プロヂェク ト(SpitalfieldProject)と称す るものであるが,こ
の地区に根 ざ した伝統 的なハンデ ィクラフ ト(や きもの)を 学習す るための計画がすすんでい
る。最下 この プロヂェ ク トはかまを購入す るための キ ャンペ ーンを実施 している。 これなど子
ども等 に新 しい目を開 くことになろ うとお もう。
こ うして トィンビー ・ホールの セツル メン トの意義は,単 に場所 を提供 するだけではな く,
子 ど も達 の創造 に一緒 に参加す ることに よって 「共同の生産 ・共 同の分配」 とい う苦 しみ も喜
びもともにす るとい った人的資源 を提 供 し,そ の媒介(メ デ ィア)と なっていることだ ろ う。
ときとして この資源は,単 に ものを創 る道具 をマ スターすることだ けに止 まらず,こ の道具 と
創造 との ルール,つ ま り,し つけに も関わ りを もつだけ も取 り入れ る。例 えば,作 業後の後片
づ けなど,やや もすると家庭 はもとよ り学校 でもあ ま りやか ましく言 われない生活 のマナ炉が,
ここでは職人か ら,た ましい としての道 具の扱 い方,後 始末 などが きびし く仕込 まれ るこ とも
この ワークシaッ プの副産物 として子 ども達 の人格形成 に大いに役立 ってい ることと思 う。
さらに も う一一つ,こ の活動 を運営す る基 金だが,こ れにはG基 金(GulbenkianFoundation)
が備 えられてい る。この ファンデ ーションは同時 に,こ の種の ワークショップの メ リッ トに関
わ る調査研究に も当て られてお り,調 査 の担い手 たちはみ なボランティアたちだが子 ども達 と
の共同の ワークショップに参 加 しながら,子 ども達 とスタ ッフの問に起 った態度の変化や成長
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な どを観 察し,こ れを記録す るとい う利点 をもつ てい る。
ア ド バ イ ス ・ セ ン タ ー (T°ynbeeLegalAdviceCentre(TLAC)Toynbe錣itizen's-Advic颪entre(TLAC))
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トん ビー ホー・レ,っ ま りユ ニ・レ シテ ・ ・セツ・ メン ト轢 の孅 の一つは これか ら説
明 をしよ うとす る 「相 談事業」 にあとい っても過言 ではない。
開設はほぼ,ト インビー ・ホールのオープン以来に さか登 るこ とができるほど古い事業 るの
ひ とつだ。正確 には1898年に スター トしてい るので,以 来80余年の歴史を もつ伝統的 な事業の
一つ だとい って良い。 この伝統は今 日で も尚かつ受け継がれ地域社 会の住民 の様 々な要求 にこ
たえてい る。
さらにこの 「相談事業」 は大 き く二つ に分け られ るが。 その一つは,ト インビー ・リーガル
.ア ドバ イス ・センター(ToynbeeLegalAdviceCentreT.L.A・C・と略す)で あ り,も う
一つは,ト インビー ・シティズンズ ・ア ドバ ・fス・ビ ュ ロ ー(ToynbeeCitizen'sAdvice
Bur饌u(T.C.A.B.))である。 前者 は主 として法律 に関する相談 を対象 とす るのに対 して・
後者の それは,む しろそれに類 した諸 々の相談 を処理 す るための もの で,一 応の業務上の区別
が あるものの実際 にはよ り厳密 な区別があ るわけでない。む しろ,二 つ の窓 口を通 じて問題の
内容 に応 じてセ クシ ョンを分け てい るとい うのが実情 の ようだ。 勿論,二 つの セクシ ョン(窓
口)と もに トインビー ・ホール内に設 けられてい る。
さて,こ れらの窓 口に相談 に来 るク ラィエン ト(来 談者)だ が,こ こではむ しろ来談者 に使
うこ とばが統一 されているよ うに思 う。 なぜな らば公に刊行す る出版物 には必ず"Caller"(来
　 　 　 　
談者の意)が 使われているからだ。ではその来談者の持ち込んでくる相談むしろここでは問題
　 　 　 　 　
と呼んだ方が適当の よ うに思 うが,英 語 で もこれは必ず しも一つ では ない。概 して来談者 の 二
二 蓑とい うことにな るが,時 には クエ ッシ ョン(questions)であ った り,リ ク エ ス ト(re-
quests),デマ ン ド(demands),あるいはまた ウオン ト(want)と言 った りもする。 つ まり
この窓 口に持ち込 まれ る相談 とい うのは もろ もろを意味 してお り,持 ち込む来談者 に とっては
その苦痛 を出来 るだけ早 く取 り除いてほ しい(helpingettingreqairs),せっばつ まった難
問で,し か も最優先せね ばならない重大事 ともな る。
も う少 し,そ の彼 らがそ う思 い込 んでい る重大事 を整理 してみ ると,凡 そ次の よ うになろ う
か と思 う。当然 この窓 口の性質 上,法 律 もし くはそれに関わ る一般(民 事)も ろもろの問題だ
が,量 ・質 ともに第一位に ランクされ る訴 えは(complain)である。次 ぎが苦情 ・不 平 あ る
い は病気 などの訴 えを含んだ もの(complain)となる。前者 はまさに契約関係 から派生 した不
法 な扱 いから生 じるコンプレ ックスだ し,主 に"contractlaw"に関す るものであ り,具 体 的
には耐 久消 費財 などの購入 をめ ぐって売 り手 ・バ イヤーとの契約上 の トラブルであ った り,ま
　
た,住 宅 ・光熱器具 ・車その他 もろもろの物の貸賃借上発生した トラブルであ り,後者の「物」
に対して 「人間関係」が問題になっておきたコンプレックスや絶望的な状況を呈するに至った
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問題 で・主 として彼 らの不平不満(complain)は,家族や近 隣の人 々との 「もめ ごと」 であ っ
た り,厂十分な る公的処遇 の受け入 れの喪失」,ま た,そ の 「拒否」,と くに 家族や近隣 ・地域
社会か らの 「拒絶」 であ った りもす るいわゆ る疎外 がそれだ。
次い で窓 口での共通の特徴は,ノ ーマディク,つ ま り,ど こか らも受け入れ られず,つ いに
　 　 ロ 　
あち こち自分 を受け とあて くれ る適 当な場所 を探 して さまよい歩 く人 々とな ってい るこ とだ。
つ ま り彼 らには その望み さえ喪失 して,お そら くここ も駄 目,あ そこもダメと受け入れて くれ
るところがなか った り,話 しを も聞いて くれ ることさえあるまい…… と信 じ込 んで しまった人
々だ。
それにもう一つ,二つここを訪れる来談者の来所の目的が,先に挙げた垂えやネ平ネ濡では
ない者で特徴のあるものは・いきなり金をせび りに来る者(beggar)たちである。これは決し
てその量からいって少なくないことを附言しておきたい。さらにはまた具体的な訴えや不平不
満,そ れにもう一つ,か りに人間への不信としてお くが,ま た金でもない,た だ窓口に来て黙
りごけてしまって来所の理由を明かさない,む しろそれさえ出来ない状態にまでおちぶれてし
まったいわゆる無気力な者たちのいることをも書き添えておきたい。
従ってまた,ご番最後の来談者をも含めて彼 らのもつこの問題とい うのは最早や猶予の出来
ない問題であ り,具体的な必要を充たすものでなければならないことは言 うまでも な い こ と
だろ う。
そこでこれらの問題をもつ来談者たちを窓口でまずそのままありのままの姿を許容(ア クセ
プ ト)するところのワーカーが登場することになる。ケースワークの専門用語ではインティク
・ケースワーカーとい うのだが,彼 らのその役割は重大だ。むしろこの許容のいかん,つ まり
インテイクの段階での良し悪 しが,問題の凡そ半部分は解消に至る道を開いたことになると言
っても過言ではないからだ。まずこうして許容しておいて次に,フ ーカーは彼 らが苦悩 してい
る問題や訴え・さらには不平や不満など十分に話しが出来るような物理的環境ここでは相談室
という個室に案内し,ま ず物理的な環境を整える,'この二つの条件つまり先きの許容という問
題をもち,こ れを訴える人間と,これを聞 く人間関係を調整することが必要な条件となってく
る。従ってこれらの条件を整理して環境づ くりに必要なワーカーの態度がそれを左右すること
になる。この トィンピー ・ホールでのしかもこうした相談室でのワーカーの態度で大いに関心
・ ・o
したところは徹底 したそれ は・ まず真摯 さであ り,同 情的(sympathetically)であ るばか り
..
か,非 常 な注意深 さをもって来談者の訴 えや不平 ・不満 に耳 を傾 けて聞 きとってい る(listen-
ing)ことである。 これ もまたカ ウンセ リングの基 本的態度にな るがclientcentredcounsel-
1ingでは許容的態度 とい うが,そ の方法はnone-directivecounsellingであ る。彼の言わん
とす るコンプレックスの全てを,ま たその絶望 的な状況 に対 してでも動ず ることな く,そ れこ
そ真摯 な態度で彼の全てを許容す るこ とである。 このとき来談者の心理の ワクに この 自分が全
てを受け入れ られたい とい う自己許容(self-awareness)が作用 し,こ の 自分を全 て受け入 れ
て くれ た者 との間に人 間の信頼が回復 して,そ の ワーカーに同一化(identify)しようとする
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心理的規制が起こ り始 めるのである。
づ ま りとこに至 るまでの ダイナ ミックな働 きをするのが インテ イク ・ウーカーの役 目だ とい
う教科書通 りの過程に彼 らが参加 し働 きかけて くるこ とになるが,社 会診断の欠かぜ ない プロ
セス とな り,こ れが次いで参加す る専門家の具体 的な問題 解決のための援助 に必至 なことはこ
とわるまでもないこ とだ と思 う。
では次 に何 をア ドバ イスす るのが この専門家 たちの与え るそれをい くつ か整理 してみるこ と
に しよう。 まずこれ は問題 の内容,複 雑 さに よって異な るのだが,基 本型 としては
(1)クライア ン トの ニー ドと社会資源 との調整で,最 も適当かつ満足のい くスペ シャ リス ト
に紹介 すること。
② フォーメーシ ョン(専 門的な社会資源一施設)リ ス トを提供す るこ と。
(3)具体 的な家庭訪問 をサ ジェ ス トす ること。(家庭 ・病 院 ・刑務所等 々)
(4)専門家の適当な援助 ・助 力をか りること。 とくに(housingofficer,probationoffi-
cer)
㈲ 適切 なガイダンスを示 し,そ れ との連絡 を とるこ と。 マ リッヂ ・カウンセ リング(マ リ
ッジ'ガ イダンス)
㈲ ケースあるいは クライアン トとの ファロー ・アップを保つ こ と。 と くに囚人訪問 とその
ホ ー ロ ー 。
(7)人間として最低の生活 を保障 し うる適切 な社会 資源 を受給 で き,適 応性 を補 充 す る た
め,社 会保障や健康 ・保健 などの社 会権 に給 す るよ うこれを整備 すること。
それでは2本 の柱 であるToynbeeLegalAdviceCentreとToynbeeCitizens'Advice
Bureauについて,二 つのハ ィライ ト,つ ま り1971年の トィンビー ・ホール内のi新プロゼ ク ト
SunleyHouseと精神障害者の新事業 を記念 して開所式 に女王 をお招 きした年,ま たその5年
後に は,.その母 クイー ン ・マザ ーを迎 えた1976年,これ はAttleeGardenのオープンを記J?
した ものだ。 ・
1971年のT.L.A.C.
女王 を迎 えて記念式典の出来 た年 それは トィンビー ・ホーノレを含 めて,こ の地区つ ま りタワ
ー … ムレッ ト(市)で はこの二つの大 きな ダメッヂに見舞われた時期 であ る。つ ま りその一
つ は,大 英帝 国に東パ キスタ,ンか ら相当数の難民が移住 して きたこ とである。 しか もこの地区
にその大部分 が集 中したことか ら,異 民族 との トラブル(racism)が続発 して止 まなか った。
従 って また,こ の問題 がこの地区 の最重点課題 として取 り挙げ られ るに至 ったこと。 それ にも
う一 つ,そ れ も前者 と無 関係 ではないが,と くに青少年 の非行,成 人の飲酒(alcohlism)また
は ドラグによる犯罪が 目立 って増発 してきてい るころだ。 こ うして不名誉 なことだが この地域
が"GangesDelta"と呼 ばれ るに至 ったことなどから も十分 に分か って もらえ ると思 う。 こ
れらの問題 にも トインビー ・ホ・一ルは無 関係 ではい られ なか った。む しろ強 い関心 をもち レヂ
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デ ン トらの感受性 とを もってこれ らの問題に 当ってきたとい える。 その意味 で さきの 二 つの
「相談事業」の ア ドバ イス部門 では,そ の第一線で コンバ ッ トとして新 しい問題 と取 り組 まね
ばな らなか った。
では,年 間 ここで扱 う件数が どの位あ るかを述べ る。凡そ7,000件を超 してい る。 しか もそ
の うち1,000件余 りは トインビー ・ホールにて継続処理 してい るもので,凡 そ以 下に示 すよ う
に内容 と割合 とになろ うか と思 う。理解の一助 として もらえれば幸い だ。
1.家 族 ・近隣内での葛藤29.0%
2.住 宅問題19.0%
3.市 民権 ・ナシ ョナル権に関す る情報14.5%
4.社 会保障 ・保健(健 康)・税金問題14.5%
5.就 労10.5%
6.カ ンスマ ー(消 費者 援護法に もとつ く トラブル)6.5%
7.他'6.0%
とな ってお り,こ の中には相 当数先 きに見た東パ キスタンか らの移民 に よる問題 が含 まれて
いる0割 合 にする と凡そ3割 近 くもなるとお もう。 なお1974年度の 「トィンビー年報」 に よる
とその取 り扱 い件数 の実数 が71年よ り1,000件近 くも減 となっているが,よ りその 内容 が明確
に移 民の問題 に移 り変 わ りつつ あることがは っきり出てい る。
例 えば,第1位 は契約法 によるところの問題 で3割 を占めてい るが,そ の内3分 の1は 住宅
の賃借 をは じめとす る契約法 に関す る件数,さ らに3分 の1は 消 費契約 による もの。第2位 は
家族法 によるもの で家族 同志 の地域内での トラブルであ る。これは,第1位 の契約法同様3割,
つ ま り3分 の1を 占め る割合 を示 してい るがその間には大差 はない。 だが その 内容 においては
若干家族間の葛藤や近隣の地域間の葛 藤 としての問題 が相 当数 占めてい ることが指摘出来 るか
と思 う。第3位,こ れ は自動車事故あ るいは労働災害 に関する相談 で,割 合に しで凡 そ5分 の
1を占めてい る。つ ま りその多 くは まさに新移住地 の未知 ・未熟 によって発生 した事故で,彼
らの 多 くは労働災害の適応 さえ知 らない移民 たちでそれ がための苦情であ ることをよ く物語 っ
てい るといえ る。 トインビーでは このために週 に1回 ない し2回 ほ ど会議を開いて検討 して き
た。 その結果 ひ とつの対応 策 として トインビーの近隣地区 にL.A.C.の ブランチ(出 張所)
を作 ることで市民 や行 政等に働 きかけ,つ い に フル タイムの3施 設を置 くこ とが出来た。その
一つ は従来ベ ターナル グ リーンに オックスホー ド・ノ・ウスと称す る トィンビー同様あ る ミッシ
ョン(ス ポンサーに よるセツル メン ト)が あ ったが,そ この1室 をか りてそこに事務室を設 け
た。 さらに同 スピタル ヒィル ド地域 内(と くに東パ キスタン移住地区)に もう一つ,ノ・ンズベ
リー通 りに事 務室 を設 けた。 とくに後 の二つは移民問題専問のL.A.C.(相 談所)と した も
のだ。 そのため トインビーの スタッフたちは週70から80通の手紙に よる相談や電 話での処理 を
受付 けている。 その事務処理 に有効打 となった ことには言 うに及ぱない。 その上,週1回 ない
1.2同程 厳の廠 闇の粡談眸 闇ウ詩 けナ先"デ れ け々一≠論 曲坐 にナ_ッ ン゜iブ 羽 口の飢笛g怯 坐,,
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とい う神話 をつ くり出す程 の多忙ぶ りであつた。行政 もこ うした実構 をかんがみ タ ワー ・ハム
レッ ト市 に新 らた に2施 設(セ ンター:fulltimenightbourhood,kawcentra)を設 け:(こ
の方面 の業務 に着手 した。だが 当分の間はそ うした公けの機関が オープンされて もそこでの不
十分 な取 り扱 いや許容不足 のたゆ1こ瀬 こる 利用者の フラス トレーシ ョンが 顕在化 レて きてい
る。従 って その多 くが トィンビーのT・L・A・C・をた よって隼 って くる。 とい うや ら残念だが
行政ば なれが 目立 ってい るこ とは拒 めない。
その他の取 り扱い事 件では不 法行 為(Tortlaw・caseofTort),税金・社会保障 などの ケ冖
スを主 としたア ドミニス トレーション法(Administrationlar),罪法(Criminallaw)等々
の 問題 とならている。驢割合 にす ると各 々6%な い し7%と なってい る。以上取 り扱 った ケース
は既 存の法律 に よって分類 した ものであるガミそめ第1位 を占めてい るもゐが家族法扱 いの もめ
で,凡 老3分 の1は これが占めている。先 きに述べ た東 パキス タン移民の増加 と共に同法の変
更 による相談 ・手続等 々の問題で,こ れが首位 を占めてい る最 大の要 因となってい るむ実際 そ
の3分 の1程 度 は,法 の改正(matrimorialaffairs)1こよるもので純粋 の法律相談 とい うよ
りもマ リヅジーガ イダンスを必要 とす るケースとい っていい。
以上,前 年つ ま り1971年の実数 とその途中1974年とを比較 して出 したが取 り扱 い事件数 は凡
そ1,000件ほど減 ってい る。 但 しその ケースの内容 それ 自体に多少の変化 が見 られる。 その変
化は法律の改正に よるもので,そ れに よって発生 した不平 ・不 満 を訴 え るもので,多 くは法の
適応 を知 らないためにお こった もの,さ しずめ新 しい移民 がかかえた問題であ ることに その特
徴 があろ う。 その他取 り扱い件数 を減 じた要 因 と1しては,同 地区内に行政 による法律相談 セン
ターが整備 されたことにある。だが先に述べた とお り手離 しでは喜べない問題が ある。つま り
公 けの機 関に対 する不満 があ り,こ れ を トインビー ・ボー・レのL.A.C.を 訪為 て不平 を持 ち
込む来黼 の獅 戦 勲 ることだ・しかる蝉 哘 政↓り対知 み瞳 点を寧!?轡 な
く・つまり櫞 轗 ・を増すの騨 怒 働 奮うレ∫とめる蔦・と賄 る・要するにセッノレメント
の必要がここにある.改めて・あまρにも人間的な問題解決過樫が間違いでない嘗との立証が
ここにあるかと思 う。
次 いでT.C.A.B.を見てお こ う。
このT.C.A.B.の特徴 は,前 者 の法律 もし くは法律 に準 じたケースを扱 うどい うこ とより
も,蹄 骰 で,市民のよろず相談 齢 った性格のものを引きうけ轗 ・である・来談者のも
つ問題やその内容は千差万別で,ま さによろずといった感がする。それだけ市民に寧着したじ
かの問題 を扱 うことに もな るのだが,前 者 のスペシ ・ リス ト(法 律家)に 対 しで・このT・c・
B.の方 は特別 な訓練 と専門知識 とを兼 ね備 えた非専門家(1ayman)つま り素人の ボランティ
アが参 加出来 る領域 である。従 ってまた具体的な援助方法 もつめて ア ドバ イスや指示(brief-
ingcouncil)による ものが多 く,公 的機 関での 不十分 な 受け入れに よる フラス トレーシ ョン
............
だ けに,セ ツル メン ト精神,つ ま り問題 を一緒に なって考 えるこ うした ワーカーの受容態度 に
よって,ク ライアン ト自身が 自らの問題 とい う自覚 をし,そ の問題の解決に 自らが当る とい う
主体 的な取 り組みや その姿勢 を側面か ら支持 する法 であ る。
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またこ うした問題は多岐(multifariousproblems)に亘 っていることは先 きに指摘 してお
いたが,一 来談 者,一 問題 ではな く同時 にい くつ もの問題 を複雑にか らみ合 ってお り,ト ィレ
ビーホールに もち込 まれ るころは もはや絶望 的な状態 に陥いってい ることが少 な くない。例 え
ばその主訴は,市 の住 宅問題 ク リア ランスの ため のre-housingProblemであ るが,こ れ に
は,た またま クライア ン トが服役中の受刑者 をかか えてい る。保護監察官 の もとで家庭復帰 の
ため家 に もどって来 た者 だが,家 族の者か らは厄 介者扱い されかつ ネグ レク トされ てい るよ う
なケースのよ うな場合,単 に代わ りの住宅を探 せば問題解 決になるのではない,同 時 にい くつ
か の家族調整 とい うファ ミリー ・ケースワークが必要 とな る。 その他,単 身者(独 身男性)に
多い ケースでは,現 在住んでい る部屋 の居心地 が悪 い とかベ ッ ドが悪 くて良 く寝れない等 々の
訴 え るケースで,引 き続 きファローア ップを してみる と,近 くに両親が住んでい るに もかかわ
らず,両 親 との間に ミゾが出来 て しまって家 には帰れ ない とい う,か と言 って現 状に甘 ん じて
もい られない,ど こか快適 な場所 に移 りたい とい う。適当 な場所は見 つかったが金銭 の問題 で
決意 が しぶ ってい る。家 には戻れ ない,か と言 って 現在住 んでい る所では ど うも 落 ちつか な
い,ど こか適 当なところを探 してはみ るものの適当な ところがな く,ど うしていいか わか らず
ただ ひたす ら苦悩 してい るとい う有様だ。 ま さし く境界入 的苦悩(マ ージナル ・マン ・プ リジ
ヵメ ン トMarginalman・predicament)のよ うに複雑 な問題 とい っていいであ ろ う。 しか も
悩み抜いて ど うしようもない来 談者 がここでは少 な くないことを理解 して もらえたか と思 う。
さてT・C.A・B・も先 きのT.L.A・C・同様,年 々取 り扱い件数が減少 して きてい る。 これ
は実 質件数 が減 ったのではな く,他 にそれ らを専門 とす る施設が新 しく開設 されたため,来 談
者 がそちらに向いたための減 である。例えば住宅相談(TowerHamletshousingadvisory
centre)・婦入一時宿泊施設(Womenaidcentre)・家庭相談所(Familyadvicecentre)・
移民総合相談所(JointcouncilforwelfareofImmigrants)等々が それだ。
扱 った件数はほぼT・LA・C・ と同様6,600人の インタビューに応 じてきた。例に ならって そ
の件数 を内容別に分類 してみ ると凡そ次 のよ うになる。
1.
2.
3.
4.
5.
6.
7
家族 ・近隣 ・個人の問題
住宅 ・地主 ・借地人の賃借問題
市民権に関する一般情報
社会保障ならびに健康 ・保健問題
就 職
消 費
その他
29.0°0
19.0°0
14.5°0
14.5°0
10.5°0
6.5°0
6.0°0
この割合はここ数年,つ まり1971年と74年との間にはそう大きな変化は見られない。前の年
に比べて(4),㈲の問題がやや割合にして増加を示している程度で,但し先きにも述べたように新
しい移民,つ まり東パキスタンの問題が具体的な援助やア ドバイスを求めて トィンビー館を訪
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れ る来談者の数が少 な くないこ とを物語 ってい る。 またT.C・A・B・には障害者の相談が 目立
つ てい る。 と くに その精 神障害が主だが地域 での生活 に不適応 で,む しろ病院 で生活が適 当 と
思 われ るケースを扱 うことが多い。彼 らの多 くは家族 か ら拒否 を うけその上,少 ならず地域社
会 からの疎外 を受 けたnormadicな状態でT.C.A.B・を訪れ るとい うよりは発見 され る・あ
るいはまた保護 され て くるとい った状態 である。従 って これ らの障害者 と家族 に対 して,市 民
権 としての最少 の生活 が保障 されるよ う社会保障や健康 サービスの もとに彼 らを置 き,そ れを
受給出来 るよう調整,助 言(normalrights)することになる・
従ってT.C.A.B.は様 々な公的機関の事務官や社 会資源 との スムーズな連絡 や関係 を保 っ
てお くこ とが必要 である。単 に社会保 障や健康 ・保健局 のみではな く,市 民生活全般に亘 たる
よ うな例 えばRatesofficesや電信電話局の事業所 な どmultifariousbusinessカミ必要 であ
る。
またこのため窓 口は終 日,そ れ に週3回 の夜の相談室 を設けてい る。 スタッフには数 名の専
門の弁護士や サhキ ア トリック ・ケース ワーカー,そ れに若干の篤志家か らなるヘルパ ーを備
えてこれに当たってい る。
その他T.C.A.B.が 扱 うケースの うち特別割合 の多い のは通称"バ タ ーF° ワ イ フ
(Batteredwife)":・家 を追い 出され た婦入"と でも訳 するのが適訳 なのか"生 活 につかれた
婦人"と 訳すべ きか,む しろ,筆 者は後者 の"生 活 につ かれた婦人"と す るが,こ れ らの ケー
スが少 な くない。最 大 こうした ケースを取 り扱 うワーカーは,来 談者 の家の近 くの一時収容所
(宿泊所)に 連絡 をと り,そ れに これ らの婦人 を送致 す るか,も しくは,主 にそ うした業務 を
行 なってい る専門の施設(ChiswickWomen'sAidCentre)に関する資料 を提供 して・ そこ
を訪 れるよ うア ドバイスをす るか である。
それに もう一 つ,こ の地区 が不就労者(失 業者)の もっとも多い ところの1地 区 となってお
り,こ の方面での活 動 も盛 んに行 われている。 その主 な業務 は公的機関に紹介す るのだが・そ
こでの許容 ・受け入れがわ るか った り,ま たは雇用者 との間の葛藤 による不満であ った り・ ま
た,失 業保険の会社 と事業 主 との トラブルに よる問題(し わ寄 せ)や 失業中の納税問題 ・生活
費 など等様 々な問題を呈す る。 そこでT.C.A.B.の フーカーたちは来談者の訴 えに対 して・
あ くまでア ドバ イスを与 える者 としてでは な く,耳 を傾けてその訴えの全 てを聞 くとい う許容
の態度 を もって,同 情的かつ忍耐深 く,絶 望的な来談者の訴 えに耳を傾けねばならない。 その
後,具 体 的な来談者 に最 も適 したサービスを与 えるか,も し くは,彼 が満足 し うる ような専門
家の サービスを受け るようア ドバ イスをした りす る。
しか もこ うした問題 は急 を要 す る問題 で,ト ィン ビー ホー・レの内には一時金を都合つけ られ
るよ うな窓 口と基金を整備 中であ る。
総 じてこのT.C.A.B.を訪れ る来談者たちの訴 えや不平 ・不満 から公的な機関での不十分
な受け入れに よる無理解が あることをも合わせて記 してお く必要 があろ う,
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尚,筆 者の相談 を うけたケースで大変多か ったのは,孫 にあえない祖母(会 うことを禁止 さ
れ てい る老人)の 問題 であ る。孫の近 くに住んでいなが ら彼 らの親 から会 うことをつ よ く禁止
されてい る老人の問題であ った。老人たちは行政 に会 う権利 の正 当性 を主張 した り,ま た請願
書 を地方裁判所 に提出す る運動をは じめている。
1976T.L.A.C.
地区内の 「法律相 談事業計画」以来,こ こ トィンビー ・ホールのT.L.A.C.の役割は大 き
くまた数 多 くの ケースを処 理 して きたことは市民 の知 るところとなった。ただ数 を こな しただ
けではな く,こ の市民 の こ冖,ドに十分 にこたえるよ う時間や場所 それに スタッフを整備 して き
た。 と くに今 日この地 区がかかえた社会問題,東 パ キスタンの移民を含 めた人 々か ら気 がね な
くまだ敬遠 され ることな く利用出来 る市民の窓 口 とな って きたこ とは記録 していいこ と柄 であ
ろ う。
と くにこの問題 は,前 トィンビーの館長,ワ ル ター ・イミー ミ ングガムが館長 に就任 した1972
年以来,T・L・A,C・の メンバ ーとな り精 力的にこの方面 の ア ドバ イス事業 に力 こぶ を入れた。
と くにこの ア ドバ イス事業 はただ単に法律 相談に終 わ るこ とな く,タ コー ・ハ ム レッ ト市全域
からここを訪れ る貧民の その必要に応 ず る援助 で常 に新 しい指導者 を得て,75年間の キ ャリヤ
ーをもつ この事業 として今 日に至 ってい る。'もち論,無 料 の相談所 として市誼に オ厂 プンして
きたものだ。
幸い,こ の間,良 き篤志家の エキスパ ー ト(法 律家=弁 護士)や ボ ランティアに助け られて
きてい る。事実 スタッフの数 も過 去10年前 の倍つ ま り7名 から16名をよ うす るこ とにな った。
当然の ことなが らT・L.A・C・に持 ち込 まれ る件数 も10年前に比べて想像出来ない程 増 とな っ
てい る。 勿論,量 的な問題 だけではな く,そ の ケースの 内容が,その時代時代 に よって変わ り,
しか もクライエ ン トの 持 ち込 む問題 も多様化 しい っそ う複雑化の様相を呈 して きている。 その
多 くの ケースは一 つには不平 や不満 の フラス トレー ションを ぶつける や り場 のない クライア
ン ト(non-contentiousclient)の問題 と,純 粋に不満 の ケースとに 別けるこ とが出来 るが,
T・LA・C・での ケースは後者の不平 ・不満のそれを扱 うこ とな る。例 えば,財 産 の管理 あるい
は相続 に関 する問題や社会保障 に対す る不満,そ れ に ドラフティング・オブ・ウィル(drafting
ofwills)等々で,よ けいに払い過 ぎた とか,買 い手の問題 から,賃 借 の リベー トの問題 ・保
障料の問題等色 々あ る。、従 って それに応 ず るスタッフは単に相談 にのるとい う本務 よ りもサ イ
ドフークの方が多 く,関 係官庁や機関に手紙 を書 いた り,公 文書 やステイ トメン トを用意す る
ことのほかに,実 際,地 方の裁判所や法律事務所 を訪 ねて法 的手続 きを代行 した りもす る。 そ
の他,と くに持ち込 まれ るケースのなかには事故処理 に困って来 る ものが少 な くない。例えば
作業中の事故か ら交通事故,さ らには公共 の乗物 に乗 って起 きた事故 などで,さ らに相変わ ら
ず処理順位の高いのは 「家 族法」 による もので離婚や その後の子供の扶養に関す る問題をは じ
め,家 族間の葛藤な どrさ らには近隣 とのお り合いの問題 など,そ れは雇 用主 とのい さかいが
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挙げ られ る。例 えば契約 の逮 いとか,早 進 ・昇級 の問題,は たまたユニオンの問題 など,ま さ
に よろずなんで もここに持ち込 まれて くるのが現状 の ようだ。 そのため ワーカーや スタ ッフは
これ らの問題を整理 して,最 も納得 のい く適切 な機 関に紹介する作業 がその量的 に相 当ある。
1967.T.C.A.B.
近年 ここで取 り扱 うケース内容が ア ドバ イスを主 とした ものではない。つま り個人 の もつ プ
リデ カメン ト(苦 悩)を 少 しで も取 り除いて問題 を解決 しよ うとな ると,ア ドバ イスが全 てで
はない。 あ りどあ らゆる資源 ・社会資源は勿論の こ と,大 い に人的資源の活用が問題に される
に至 った。つ まり 「マン ・パ ワー」 である。
T.C.A.B.がかか えた最大の問題は東パ キスタンの問題であ る。 とくにこのT.C・A・B・を
利用す る来談者の問題 とは法律や条例 の変更 や改 正に よるもので,し か もそれ につい ての無知
であった り,方 法 にっい ての無知であ ることが多い。 と くに70年代東 パキ スタンからや って来
た難民 に英語 の読 み書 きが出来 ないため起 る問題 である。 トインビー ・ホールの セツル メン ト
事業 の一つ に,彼 らを対 象とした英 語の読 み書 き教室 を開いて教育の機会 を与えてい る。従 っ
てまたそれともからみ合 ってT.C.A.B.の移民部 ではことばの問題が深 刻であ る。 まずこれ
か ら解 決せねばならなかった。幸い,彼 らの移住地 にベンガノレ語 を使 えるボランティアの フル
タイムの スタッフを用意 で きそれに備 えた。 また,し か も トラブルを起 こす移住者の全 ては,
単に語学の問題 でないこ とも分かってきている彼 らは中央や 地方 の事務所 に手続 きに行 くがそ
の方法が複雑でめん ど うくさいため,手 続 きをせずに戻 ってきてしま う,手 続 き不履行に よる
問題 を起す ことが少な くない ことだ。従 ってこれが また問題 をよ り一 層複雑 にしてしまってい
る。 そ うした来談者の問題 に対 して忍耐強 く苦情 を聞いてや り間題の整理 を して行 く必要が あ
ろ う。 とくに法律上 の変更 を知 らず手続 きを行 った者に対 しては,ア ドバ イスよりも実際上 の
トラブルがある各 々の関係庁 との調停 をまずせねば ならない闇題であ る。その他週4ポ ン ド75
ペ ニイ賃家 を支払 うのが困 るとか,別 なケースは夜 も寝 られぬ と訴 えて くるもの等 々で,3人
3様極めて現実 的で しか もバ ラエティーに富 んだ問題 をかかえて飛 び込んで くることがあ る。
と くにここ近 年 じ り押 しに割合が高 くなって きてい るもの中に住宅問題があ る。 と くに地主
とたな子 との間の問題が それ で凡 そ5分 の1を これが 占め るようになってきた。実は移住 して
きた難民住民 をまず どこに住 ませるか,そ の住宅が問題 となる。それでな くともこの地区が住
民 がオ ーバー クラウデ ィグしてい て,ど こに住 まわせ るかが この地区の最 大の問題 となってい
る。現 状では建設事業 をすすめる一方,そ の老朽化 した狭い部屋に大家族が一緒 に住 まね ばな
らね事情下にあ る。従 ってそこには常 に家族 間の トラブルが生 じす き間風があ き様 々な不適応
症状 を呈 して苦情を持ち込むこ とになる。
しか も根本的 な問題解決 を試み ることな く,イ ージーな しかもインスタン トな法律 の理解 を
したため相互 に誤解 を伴 ない,さ らに法 律知識 の無知か ら違反 を犯す ことす ら少 な くな くより
一層問題 を複雑 にしてい る。従 って今の ところは トインビーホールのある地区 内に居住す る移
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住民 の多い 地区 にはC.B.A.の ような出先機関 を 置 いてそこに 移民部 を設 けると同時 に,
行政 に対 して もイミグラン ト・アピール を行 ってきている。
そこで例 にならって割合の高い ものか らい くつかを紹 介す るな らば,消 費者の権利 を守 る問
題 も,よ うや く1973年の法律改正(TheSupPlyofGoodsAct1973)によって,従 来の よ
うな トラブルが な くなって きた。 と くに雇用間の雇 用主 と労働者 との間の契約違反に よる トラ
ブルはT.C.A.B.で扱 う件数が 目立 って少な くなってきていることを記 してお こ う。
それ に比べ,依 然 として割合いの減 らないのが,「家族法」 に基づ くもので 今尚全体の5分
の1を 占め てい る。内容は財産の保管(custody),管理(maintenance),それに相続の問題,
夫婦共通の財産権等 々,と くにこれ らが問題 となるのは夫婦 間の調停 が満足にすすまず離婚 と
な った場合 で,婦 人が"desertedwife"(捨て られた妻 とな り),彼女 たちの権 利を守 るため,
1969(DivorceReformActof1969)の離婚改正法に よ り,件 数が増加 してきたケー スの一
つであ る。
次いで15°o,これは地主 とたな子 間の問題 で,ア ドバ イスや調停 では済 まず裁判 に よる決着
でなければ解決 しない ところまで進 んだ深刻 な問題 となってい る。 一
また10～12%,つま り10件に1件 の割合 で個人の災害あ るい は損害に関す る苦情 で,と くに
老人 の交通事故をは じめ,公 共機 関による損害 ・災い,さ らには老人以外の者 では作業上 の損
害 ・労働災害に関わ るもので,T.L.A.C.での事故 同様,後 を絶 たない ケースであ る。
その他,SmallClaimsCourtsで処理 出来 る 「消費者法」 による苦清で,これ にT.C.A.B.
とは逆 に最近 目って処理件数が増 えてい るものの一つであ る。
さらに も う一つ附言 してお くとすれ ば,こ の地区が東パ キスタンか らの移民 をかかえ込 んだ
こ とは何度 も繰 り返 し述 べてきたことであるが,と くに彼 らが持つ金銭の問題(マ ネ ・プ ロブ
レム)こ れで トィンビー ・ホーノレの相談窓 口を訪れ ることも少 な くない。この策 としては数年
来 より特別に新 しい窓 口 ・マネー ・ア ドバ イス(Moneyadvice)部門を設 けて問題の処理 に
当たることに して来 てい る。相談の 内容は納税の相談か ら保険金,そ れに失業保険 をもらい な
が ら僅 かアルバ イ トによる収入があ った場合等 々の問題 な どであ る。現在,こ こでは トム ソン
(JohnTomson)氏らを中心に準備 され今 々の うちに オープンす ることが 出来 るは こび とな
ろ う。
現在 では予約制 で週1回 夜開設 されてい る。これに当るス タッフはバーケレイ社 の社員の ボ
ランテ ィによる篤志家 チームの メンバ ーたちである。
お わ り に
1年間 とい う限 られた留学の期間であ ったため,各 部 門をしっか り学習 して くるわけにはい
かなか った。だが,ト インビー ・ホールの福祉 の社会化運動 の意 図するところ を体 を もって体
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験 してきたと言 えよ う。 ふ りかえってみて,凡 そ1世 紀に も及ぶ ソーシャル ・ワークの実践 を
もっている歴史 は実 に大 きい,過 去第1次 大戦,第2次 戦,セ ツル メン トの火は消えかけたよ
うに見 えたが,な んと戦火 のなかか ら戦争の もつ さまざまな矛盾 をセツラーたちは主張 しつづ
けて きたし証 しをこの運動 のなかか ら読み とることが出来 る。
愛の欠乏せる時代,ま さにそれは現 代であ る。 この時代 を予表 したP.A.ソ ローキンは,
同時に新 しい社会 の生存 のシ ステムを提唱 した。端的 にいつて人類 を"愛 す る運動"で あ る。ま
さにその方法 にはい くつ もあるに違い ない。 ここに報告 した トインビー ・ホールの それは その
一つにす ぎないのであろ う。但 し,そ れを見 る もの真 の価値 を求めてい る者に とって は確乎 た
る問題の解決 プロセスだ と確信 してい る。 それ は"と もに生 き"よ うとす る人 々の ク リスタル
ゼーシ ョンなのであろ う。
